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’‘‘‘負＂負冒負冒員"‘‘貞嶺‘‘負`‘‘‘‘‘鼠層％負溺‘‘負舅ヽ％貞り‘‘‘‘‘‘‘‘員冒％ヘヽ凧層、員＼

をな の中た 県長査 で局長が年行 北日

担影今訪両る私教‘官訪あの官‘交政文京間昨

当霧回問国゜に育野‘問る張の今互を化‘‘年

すをので の 過 と 委 田 竹 団 ゜ 徳 訪 回 に 所 庁 両 私 の

る及訪あ学去つ員敏下は 勤中の長管は妥は十

蚊ぽ問っ術のて会明曲．‘ 局に中官し‘‘文一

肘しはた交二‘教総汀私 長 続 国 I -c平上化月

関た‘゜ 流回中育務伝の のき防局い感海庁ニ

係偉わ をは国次課統ほ お ‘ 間 畏 る 二 の

者 大 が 促‘訪長課文か 招 中 も の 国 年 ＝

とな固 進国閻の畏化に き華‘相家度面

親国の す際は計袖課‘ ，に人一万文アよ ri了
交‘文 る学今五佐文渡 よ 民 昨 話 物 り を

を中化 ね術回人‘化邊 り辻年団局‘訪

深国の ら諒がて宍財明 実了廿のをと中問

めの差 い長三あ戸保義 現回内行の国し長月

る‘度 をの回る多護文 し 国 田 つ 間 の た と 三

と文に も時目゜門企化 た 家 弘 て で 文 ゜ し 日

と化大 つ‘に 宮画財 も文保い‘化 ての

も財き て日当 城室鑑 の物前る銅財 ‘六

ユ

ネ

ス

コ

を

中

心

と

し

て

世

界

遺

産

な

ど

の

保

存

、

修

復

に

各

国

が

協

力

し

て

い

る

華

本

理

念

で

も

あ

る

。

文

化

庁

は

、

現

在

｀

．

外

務

省

の

行

う

資

金

協

力

と

連

携

を

図

り

つ

つ

、

中

国

と

の

間

で

、

敦

燒

文

化

財

の

保

存

・

修

復

に

関

す

る

一

一

国

間

の

共

同

研

究

、

新

ト
ル
フ

[
9

，
ン

薗

省

ウ

イ

グ

ル

自

治

区

の

吐

魯

番

市

郊

外

の

集

落

遺

跡

で

あ

る

交

河

故

城

や

、

鋏

西

省

西

安

市

の

唐

王

朝

の

長

安

城

の

内

裏

で

あ

る

大

明

宮

の

含

元

殿

の

ユ

ネ

ス

コ

を

通

じ

た

修

復

協

力

な

ど

、

文

化

財

に

関

す

る

実

質

的

な

協

力

を

行

っ

て

い

る

が

、

張

局

長

は

、

こ

れ

ら

に

対

し

て

心

か

ら

感

謝

の

意

を

表

し

て

い

た

。

世

界

四

大

文

明

の

発

祥

地

で

も

あ

る

中

国

の

文

化

財

は

優

れ

た

人

類

共

通

の

財

産

で

あ

り

、

わ

が

固

が

持

て

る

技

術

を

十

分

に

生

か

し

て

そ

の

保

存

、

修

復

に

協

力

す

る

こ

と

は

、

日

中

友

好

の

新

し

い

時

代

を

拓

い

て

い

く

意

味

で

も

意

義

が

大

き

い

。

保

存

修

復

事

業

へ

の

参

加

協

力

は

、

日

本

の

専

門

家

に

と

っ

て

も

得

る

と

こ

ろ

が

大

き

い

ば

か

り

で

な

く

、

相

互

理

解

と

連

帯

の

意

識

の

醸

成

に

つ

な

が

る

か

ら

で

あ

る

。

張

局

長

は

談

諭

風

発

の

人

で

、

し

か

も

、

お

話

は

ウ

ィ

ッ

ト

に

富

ん

で

い

る

。

フ

ェ

ミ

ニ

ス

ト

を

自

認

し

て

お

ら

れ

、

古

来

の

有

名

な

「

三

従

四

徳

」

の

説

に

対

し

て

、

こ

れ

を

も

じ

っ

た

「

新

三

従

四

徳

」

の

説

を

披

露

さ

れ

、

つ

ね

づ

ね

「

男

は

妻

や

女

性

を

大

切

に

し

、

女

性

に

従

う

べ

し

」

と

職

員

に

説

い

て

い

る

と

お

っ

し

ゃ

っ

た

の

が

、

ほ

ほ

え

ま

し

く

も

印

象

的

で

あ

っ

た

。

21 

中
国

私

は

千

宗

室

氏

の

そ

こ

に

飾

ら

れ

て

た

の

で

、

記

憶

に

留

め

て

い

た

が

、

そ

れ

は

、

実

は

劉

副

部

長

が

詠

ま

汎

た

自

韮

の

も

の

で

あ

る

こ

と

が

会

話

の

中

で

判

明

し

た

こ

と

だ

っ

た

。

劉

副

部

長

か

ら

は

、

文

化

部

の

紀

織

と

仕

事

の

内

容

の

説

明

や

、

日

本

に

倣

い

、

「

人

間

匡

宝

」

の

ン

ス

テ

ム

を

検

討

中

で

あ

る

と

の

話

が

克

っ

た

。

次

い

で

、

今

回

の

主

た

る

訪

悶

先

で

主

る

張

徳

勤

十

一

月

二

十

九

El

午

前

中

f

故

宮

博

物

院

を

訪

問

し

た

゜

裂

燥

禄

副

院

畏

か

ら

説

明

を

受

け

た

後

、

見

学

さ

せ

て

い

た

だ

い

た

。

故

宮

博

物

院

は

明

王

朝

と

清

王

朝

の

宮

城

で

あ

っ

た

紫

禁

城

を

博

物

館

と

し

た

も

の

Q

故

宮

は

、

文

字

通

り

古

い

宮

城

の

意

で

あ

る

。

七

十

八

万

平

米

の

広

大

な

敷

地

に

多

数

の

建

造

物

が

そ

の

ま

ま

遺

っ

て

お

り

、

黄

褐

色

の

瓦

の

屋

根

を

持

つ

大

き

な

建

造

物

群

は

r

ま

さ

に

偉

容

て

あ

る

。

朝

廷

の

重

要

な

徽

式

が

行

わ

れ

た

太

和

殿

の

巨

大

な

柱

、

ぴ

っ

し

り

と

猫

き

詰

め

た

豊

麗

な

装

飾

に

r

強

大

な

権

力

と

高

い

芸

術

的

水

準

を

理

解

し

、

保

和

殿

の

階

段

に

胞

さ

九

た

一

枚

岩

の

大

理

石

の

巨

大

な

彫

刻

（

レ

リ

ー

フ

）

に

は

、

た

だ

嘆

息

。

保

和

殿

は

、

科

挙

で

上

位

の

成

績

者

を

皇

帝

が

直

接

口

頭

試

問

す

る

殿

試

を

行

っ

た

御

殿

で

、

特

に

殿

内

に

入

る

こ

と

が

で

き

、

巧

緻

な

造

作

を

仔

細

に

見

る

こ

と

が

で

き

た

。

博

物

館

の

所

蔵

文

化

財

は

百

万

点

に

も

及

び

、

そ

の

中

か

ら

展

示

が

行

わ

れ

て

い

る

。

書

画

館

で

は

、

書

や

絵

画

の

原

本

と

模

本

的

作

品

の

比

較

展

示

が

あ

り

、

地

方

の

薄

物

館

の

若

い

専

門

家

達

が

熱

心

に

ノ

ー

ト

を

と

り

な

が

ら

勉

強

し

て

い

る

姿

に

興

味

を

引

か

れ

た

。

午

後

、

国

広

道

彦

在

中

国

日

本

大

使

の

御

招

き

が

あ

り

、

張

局

長

も

出

席

さ

れ

、

広

く

日

中

の

文

化

の

間

題

に

つ

い

て

闘

達

な

意

見

交

換

が

行

わ

れ

た

。

昨

年

八

月

に

オ

ー

プ

ン

し

た

敦

燒

石

窟

文

化

財

保

存

研

究

・

展

示

セ

ン

タ

ー

の

運

営

や

、

文

化

庁

、

東

国

家

文

物

局

長

と

会

談

が

あ

っ

た

。

張

局

長

は

、

台

湾

と

の

間

で

博

物

館

交

流

を

進

め

る

べ

く

、

当

日

ま

で

台

湾

を

訪

間

さ

れ

て

い

た

が

、

私

共

が

来

日

す

る

と

い

う

の

で

、

台

湾

の

後

米

国

を

訪

問

す

る

と

い

う

当

初

の

日

程

を

変

更

、

急

這

帰

国

さ

れ

た

と

の

こ

と

で

あ

り

、

中

囲

側

の

日

本

の

文

化

貯

に

対

す

る

関

心

の

高

さ

に

感

激

し

た

こ

と

で

あ

る

。

改

革

・

開

放

政

策

以

前

の

中

国

に

は

、

自

国

の

文

化

財

を

外

国

に

詔

介

し

た

り

外

国

と

研

究

協

力

す

べ

き

で

な

い

と

い

う

考

え

方

が

支

配

的

で

あ

っ

た

時

期

も

あ

っ

た

と

聞

い

て

い

た

が

、

張

局

長

に

よ

れ

ば

、

そ

の

よ

う

な

考

え

方

は

少

数

派

だ

が

、

な

お

存

在

す

る

と

い

う

。

し

か

し

r

張

局

長

は

、

こ

の

よ

う

な

意

見

の

人

と

は

反

対

の

立

場

で

あ

り

、

自

回

の

優

九

た

文

化

遺

産

は

、

同

時

に

ま

た

人

類

共

通

の

文

化

遣

産

て

あ

る

こ

と

を

繰

り

返

し

強

調

さ

れ

た

。

こ

れ

は

、

ま

さ

に

わ

が

国

が

世

界

の

文

化

遣

産

の

保

存

の

国

際

協

力

を

進

め

る

考

え

方

と

一

致

す

る

も

の

で

あ

り

、

京

国

立

文

化

財

研

究

所

が

敦

燒

研

究

院

と

の

間

で

行

2
て

い

る

敦

燒

文

化

財

の

共

同

研

究

な

ど

に

話

題

が

及

ん

だ

。

現

在

、

敦

爆

の

管

理

は

甘

粛

省

が

行

っ

て

い

る

が

、

敦

燒

市

が

自

ら

管

理

し

た

い

と

希

望

し

て

い

る

と

い

う

。

し

か

し

、

古

に

管

理

が

移

る

と

、

観

光

に

重

点

が

移

る

お

そ

れ

が

あ

る

の

で

、

国

家

文

物

局

と

し

て

は

反

対

し

て

い

る

と

い

っ

た

話

も

聞

く

こ

と

が

で

き

た

。

わ

が

匡

に

お

け

る

の

と

同

様

、

文

化

財

保

談

と

観

光

と

の

調

整

は

難

し

い

課

題

で

あ

る

。

次

に

、

中

国

歴

史

博

物

館

を

訪

問

し

た

。

博

物

館

の

建

物

は

、

中

国

が

誇

る

＋

大

建

築

の

一

っ

で

、

広

壮

な

建

物

の

内

部

の

模

様

替

え

を

し

て

い

る

と

こ

ろ

で

あ

っ

た

。

改

装

中

の

た

め

、

展

示

は

原

始

時

代

か

ら

南

北

朝

時

代

ま

で

の

も

の

に

と

ど

ま

っ

て

い

た

が

、

杜

耀

西

副

館

長

の

御

案

内

で

、

中

国

の

歴

史

の

奥

深

さ

と

文

化

財

の

質

の

素

晴

ら

し

さ

を

目

の

当

た

り

に

す

る

こ

と

が

で

き

た

。

十

一

月

三

十

日

渡

邊

文

化

財

鑑

査

官

の

勧

め

に

よ

り

、

珍

し

く

残

さ

九

て

い

る

道

教

の

廟

で

あ

る

白

雲

観

を

見

学

し

た

。

そ

れ

程

広

く

な

い

細

長

い

敷

地

の

中

に

、

い

く

つ

も

の

お

堂

が

あ

り

、

金

運

の

神

や

、

薬

の

神

な

ど

様

々

な

神

が

祀

ら

れ

て

い

た

。

早

朝

の

寒

気

の

中

、

祭

壇

に

ぬ

か

づ

く

若

い

二

人

連

れ

を

見

か

け

た

。

北

京

空

港

に

向

か

う

途

上

、

短

時

間

で

あ

っ

た

が

、

北

京

日

本

人

学

校

を

防

関

し

、

元

気

な

子

供

た

ち

に

会

っ

た

C

ち

ょ

う

ど

食

事

時

に

当

た

り

、

お

母

さ

ん

20 
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負層

志
傑
館
長
の
話
で
は
、
文
物
管
理
事
務
所
か
ら
博
物

館
に
格
上
に
な
っ
た
の
は
、
こ
こ
だ
け
と
い
う
。
将

来
の
楽
し
い
抱
負
も
伺
っ
た
。
責
任
者
が
皆
熱
意
を

も
っ
て
運
営
に
当
た
っ
て
い
る
の
が
素
晴
ら
し
い
。

茂
陵
博
物
館
の
見
ど
こ
ろ
は
、
野
外
に
展
示
さ
れ

て
い
る
十
六
あ
る
大
き
な
石
の
彫
刻
で
あ
る
。
自
然

石
の
形
を
そ
の
ま
ま
活
用
し
、
牛
、
馬
、
蛙
f
怪
獣

な
ど
の
動
物
を
彫
っ
て
い
る
。
現
代
彫
刻
に
も
通
じ

る
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に
も
思
っ
た
。

午
後
は
、
西
安
に
戻
り
、
唐
の
長
安
京
の
宮
城
の

｀
跡
で
あ
る
大
明
宮
址
を
訪
れ
た
。
大
明
宮
址
は
、
西

安
市
の
管
理
下
に
あ
り
、
胡
富
民
副
局
長
ら
市
の
文

布
物
局
関
係
者
に
、
遺
址
保
管
所
の
展
示
施
設
、
既
に

整
備
さ
れ
た
麟
徳
殿
址
と
、
こ
れ
か
ら
復
原
作
業
に

し問
入
る
含
元
殿
址
を
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
°

．

大

明

宮

は

六

三

四

年

か

ら

九

0
四
年
ま
で
の
二
百

七
十
年
間
の
唐
の
歴
史
の
う
ち
、
二
百
四
十
年
間
政

訪●
、
•

を
治
の
中
心
で
あ
っ
た
。
現
在
の
西
安
市
の
城
壁
よ
り

も
北
に
位
置
し
、
東
西
一
六
九

0
メ
ー
ト
ル
、
南
北
ニ

．
令

二
五
六
メ
ー
ト
ル
、
面
積
三
百
五
十
万
平
米
と
い
う

国

壮
大
な
も
の
で
、
北
京
の
故
宮
と
比
較
し
て
み
て
も
、

そ
の
規
模
の
大
き
さ
が
想
像
で
き
る
。

大
明
宮
の
含
元
殿
址
は
、
基
堕
の
版
築
も
崩
れ
落

ち
、
丘
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
お
り
、
頂
に
柱
の

礎
石
が
i
つ
だ
り
遺
っ
て
い
る
。
わ
が
国
は
ユ
ネ
ス

コ
を
通
じ
て
そ
の
修
復
に
協
力
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
か
ら
専
門
家
が
参
加

し
て
い
る
。
修
復
は
基
壇
部
分
に
つ
い
て
の
み
行
う

計
画
で
、
第
一
期
が
一
九
九
七
年
ま
で
、
第
二
期
の

完
成
髯
九
八
年
の
予
定
で
あ
る
。
又
化
庁
は
、
平
城

宮
跡
に
朱
雀
門
、
大
極
暇
、
東
院
庭
園
の
復
原
に
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
含
元
殿
址
は
基
壇
部
分
だ
け
と

は
い
え
、
規
模
が
大
き
い
の
で
大
変
な
修
復
作
業
に

な
る
。
こ
の
よ
う
な
重
要
な
事
業
に
、
わ
が
国
と
し

て
協
力
し
、
日
中
の
友
好
の
実
を
挙
げ
ら
れ
る
の
は

実
に
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
と
思
う
。

こ
の
日
の
夜
は
中
国
最
後
の
夜
で
あ
っ
た
が
、
思

い
も
か
け
ず
、
西
安
市
の
方
々
の
御
招
待
を
受
け
、

大
い
に
親
交
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

十
二
月
三
日

帰
国
途
上
、
当
初
の
予
定
よ
り
早
い
便
で
上
海
に

立
ち
寄
る
。
上
海
は
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
だ
け
の
予
定
で

あ
っ
た
が
、
こ
れ
も
特
別
の
計
ら
い
で
、
上
海
歴
史

博
物
館
の
胴
祥
虞
副
館
長
の
御
案
内
に
よ
り
、
上
海

歴
史
博
物
館
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

上
海
歴
史
博
物
館
は
、
現
在
、
別
地
（
競
馬
場
跡
）
へ

の
移
転
改
築
を
進
め
て
い
る
。
既
に
建
物
の
外
装
を

終
え
、
目
下
、
内
部
の
展
示
設
備
工
事
に
か
か
っ
て

戻は、‘‘‘負層‘‘‘‘‘%‘‘‘‘‘‘‘負嶺‘‘‘‘‘負嶺‘‘‘‘‘晨旨凧層‘‘‘‘‘員冒‘‘識層

ず あ還棺地てのりとつ様高り器案振物 が事 さ達
‘次るつのがい一‘した々度‘時内興館ま 同処北しが

゜て 1—ある部心てがなな当代い外をず十行の京氏世
七玉訪 ＜面ぷ C をにい‘紋文時のた事防‘二し陳空作話
五 平 ね るに゜集建残るそ様化の遣だ処れ西月てさ港阿を
年冒ljた と穴愛落物つ入 0.) や的人跡い長た安ーくんか‘さ
に 館 秦 いが惜跡でたを中絵生々でたと゜缶日れ）一ら阿れ
正 長 始 う開のの覆゜図‘が活のあ゜曰西の た迪西伊て
式か皇 思い情すい遣に魚描の生る半本安東 ゜訳安玖い
なら兵 想てのぐ‘跡しをか椋産゜披語で方 のに磨た
発説馬 がお現近発はた両れ相手約逍のはに 殷飛氏゜
掘朋脩 窺りれ＜掘万盆手てを段一址上‘位 さん•作同
調 を 坑 え‘でにさ万がにい庫‘万は手訣置 んだ曲校
査受博 る魂あ子れ平‘持るっ技点六な西す ＾゜での
がけ物 とがろどた米ユつ陶こ術の千起省る ず畏あ校
始 る 館 い天とも状に 1 て器と的出年鴎文半 琢る歌
ま゜で らにいの態及モ食がが発十訂君物波
i) ほ こ昇ぢ集でびアベ多て殿瓦のに局遣 女り勿 井
‘ とつ゜日見‘がよ数きなが新同の址 ，性り 上

七 ま でて痰募せそあうあるども石行宋博 一外 ひ

六
年
に
博
物
館
建
設
に
着
工
し
、
七
九
年
に
一
号
坑
、

八
四
年
に
三
号
坑
そ
し
て
九
四
年
十
月
に
二
号
坑
の

各
施
設
が
竣
工
、
開
館
し
て
い
る
。

一
号
坑
の
兵
馬
桶
は
f
わ
が
国
の
展
覧
会
に
出
品

さ
れ
、
．
テ
レ
ビ
や
写
真
等
を
通
じ
て
の
紹
介
も
あ
り
、

我
々
に
も
な
じ
み
が
あ
る
。
等
身
大
と
い
っ
て
も
現

在
の
人
間
で
も
長
身
に
当
た
る
一
八

0
1
]
九

0
セ

ン
チ
も
あ
る
兵
が
縦
に
隊
列
を
組
ん
で
、
東
方
を
院

み
据
え
て
い
る
の
は
圧
巻
で
あ
る
。
他
方
、
三
号
坑

の
兵
馬
桶
は
司
令
部
で
あ
り
、
兵
は
四
方
に
向
か
っ

て
配
置
さ
れ
て
い
る
。
彩
色
の
よ
く
残
っ
た
保
が
出

土
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
興
味
を
深
く
し
た
。

二
号
坑
は
発
掘
現
場
で
あ
る
。
通
常
、
発
掘
途
中

の
も
の
は
公
開
し
な
い
が
、
こ
こ
で
は
一
般
公
開
し

て
い
る
。
二
号
坑
の
発
掘
詞
査
に
は
、
こ
れ
か
ら
七

年
を
要
す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
二
号
坑
で
は
、

王
清
文
恢
西
省
文
物
管
理
局
長
に
案
内
い
た
だ
い
た
。

通
常
は
降
り
る
こ
と
が
瞥
さ
れ
な
い
と
い
う
発
掘
現

場
に
立
ち
、
詳
細
な
御
説
明
を
受
け
た
。

八
千
体
も
あ
る
と
い
う
兵
馬
伺
、
し
か
も
そ
汎
ぞ

れ
の
表
情
が
異
な
る
と
い
う
圭
時
C

V
j
人
々
の
表
現
力

と
技
術
の
見
事
さ
は
羞
き
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。

学
術
胴
査
を
進
め
な
が
ら
そ
の
状
況
を
多
く
の

人
々
に
見
せ
る
と
い
う
こ
と
は
巨
大
施
設
が
あ
っ
て

の
こ
と
だ
が
、
覧
係
者
の
勇
気
あ
る
試
み
に
私
は
大

き
な
感
銘
を
覚
え
た
。
教
育
的
効
果
も
大
き
い
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。

西
安
に
戻
り
、
院
西
雀
歴
史
博
物
館
と
碑
林
を
防

れ
た
っ散

酉
省
歴
史
博
物
館
て
は
、
陳
全
方
館
長
に
御
案

内
い
た
だ
い
た
。
収
蔵
品
は
一
＿
一
十
七
万
点
と
盟
宮
で
、

陶
桶
と
青
銅
器
は
中
国
で
最
も
多
数
を
蔵
し
て
い
る

と
い
う
。
ま
た
．
当
館
な
ら
で
は
の
収
蔵
乱
に
唐
代

の
墓
壁
画
が
あ
り
、
そ
の
畏
示
も
行
わ
れ
て
い
た
。

こ
の
博
初
館
の
建
物
は
、
唐
代
風
の
建
物
配
置
・
様

式
を
模
し
た
素
晴
ら
し
い
も
の
で
、
四
年
前
に
完
成

し
た
こ
東
京
国
立
博
物
誼
の
約
二
倍
の
規
模
と
最
新

の
設
備
を
誇
っ
て
い
る
。
中
国
の
力
強
い
文
化
政
策

を
見
る
思
い
が
し
た
。

感
動
の
冷
め
や
ら
な
い
ま
ま
、
当
日
の
夜
、
院
西

省
の
要
人
達
と
会
う
こ
と
が
で
き
た
。

王
清
文
局
長
は
、
張
国
家
文
物
局
長
の
話
の
中
て
、

優
れ
た
指
導
者
の
一
人
と
し
て
紹
介
さ
訊
て
い
た
方

だ
が
、
そ
の
と
お
り

r

文
化
財
保
護
に
関
す
る
熱
の

こ
も
っ
た
建
設
的
な
意
見
が
緩
々
述
べ
ら
れ
f
大
変

さ
わ
や
か
な
印
象
を
持
っ
た
。
中
国
応
お
い
て
も
、

開
発
行
為
と
発
掘
調
査
と
の
調
整
、
癸
掘
経
費
の
確

保
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
e

闊
達
な
意
見
の
交
換
に
、
時
の
た
つ
の
も
忘
れ
る

ほ
ど
で
あ
っ
た
。

十
二
月
二
日

ま
ず
、
西
女
の
西
方
、
漠
の
武
帝
の
陵
墓
で
あ
る

茂
陵
へ
同
か
う
。
隣
接
し
て
武
帝
の
家
臣
雹
去
病
の

墓
が
あ
り
、
そ
の
麗
に
博
物
館
が
設
け
て
あ
る
。
王

お
り
、
一
九
九
六
年
に
公
開
予
定
で
あ
る
。
ハ
イ
ビ

ジ
ョ
ン
や
最
新
の
メ
デ
ィ
ア
機
器
を
導
入
し
た
戻
示

が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
訪
問
は
、
癒
め
て
短
期
間
で
あ
り
、
し
か

も
、
北
京
に
は
丸
二
日
間
し
か
滞
在
し
な
い
と
い
う

日
程
で
は
あ
っ
た
が
、
張
徳
勤
国
家
文
物
局
長
と
三

回
親
し
く
会
見
し
、
率
直
に
意
見
を
交
わ
し
、
信
頼

関
係
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
過
租
で
、
日

中
の
文
化
と
文
化
政
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て
貴
重
な

情
報
交
換
を
行
い
、
今
後
の
両
国
の
文
化
財
の
国
際

協
力
を
進
め
て
い
く
う
え
で
の
礎
を
築
く
こ
と
が
で

き
た
と
感
じ
て
い
る
。

ま
た
、
張
局
長
の
御
高
配
に
よ
り
、
北
京
、
西
安
、

上
海
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
に
お
い
て
、
文
化
財
関
係
者

と
歓
談
し
、
博
物
館
、
第
一
級
の
遺
跡
等
を
十
分
視

察
す
る
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
、
中
国
の
麿
史
の

奥
深
さ
と
、
質
量
と
も
に
優
れ
た
文
化
財
に
接
す
る

こ
と
が
で
き
、
大
い
に
学
ぶ
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

中
国
と
わ
が
国
と
は
一
衣
帯
水
と
よ
く
い
わ
れ
る

が
、
文
化
財
保
護
に
対
す
る
思
い
は
同
じ
で
あ
り
、

良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

r

信
頼
を
深
め
合
い
、
今

後
さ
ら
に
協
力
関
係
を
強
め
て
い
き
た
い
と
の
思
い

を
新
た
に
し
た
。
そ
し
て
、
~
文
化
財
を
通
じ
て
の
国

際
協
力
が
、
両
国
の
国
民
の
相
互
理
解
を
さ
ら
に
促

進
す
る
こ
と
に
つ
な
が
れ
ば
と
念
じ
る
次
第
で
あ
る
。
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予
想
を
は
る
か
に
上
回
る
惨
事
と
な
っ
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
。
新
聞

等
で
そ
の
被
害
状
況
が
明
ら
か
に
な
る
た
び
に
、
現
地
の
方
々
に
対
し
、

深
く
お
く
や
み
の
念
を
申
し
あ
げ
て
お
り
ま
し
た
が
、
読
者
の
皆
様
方
、

そ
し
て
親
戚
等
の
方
々
に
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
。
ま
た
、
今
回

の
震
災
で
文
化
財
や
文
化
施
設
も
か
な
り
被
害
を
受
け
た
よ
う
で
す
が
、

一
日
も
早
く
復
旧
措
置
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
祈
願
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

さ
て
、
今
月
号
は
有
形
民
俗
文
化
財
に
つ
い
て
の
特
集
を
組
み
ま
し
た

が
、
一
見
地
味
に
見
え
る
民
俗
文
化
財
も
、
い
ろ
い
ろ
探
っ
て
い
く
と
、

そ
れ
ぞ
れ
に
地
域
固
有
の
文
化
の
特
色
が
色
濃
く
残
っ
て
い
て
、
国
宝
や

重
要
文
化
財
等
と
は
違
っ
た
、
実
に
味
わ
い
深
い
良
さ
が
発
見
で
き
ま
す
。

例
え
ば
、
秋
田
県
の
八
郎
潟
漁
携
用
具
や
、
庄
内
（
山
形
県
）
の
木
製
酒

器
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
能
登
（
石
川
県
）
の
揚
浜
製
塩
用
具
な
ど
は
、
見
て

い
る
だ
け
で
も
あ
き
ま
せ
ん
。
た
だ
残
念
な
の
は
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、

今
日
で
は
博
物
館
等
で
し
か
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
今
後
、
そ
の
保
存
と
活
用
を
図
っ
て
い
く
中
で
、
民
衆
世
界
に
お

い
て
永
く
守
り
継
が
れ
て
き
た
”
田
舎
臭
さ
”
を
ど
こ
ま
で
保
ち
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
。
今
後
の
対
応
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
（
栗
）

編

集

後
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